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次号予告

特集

臨床現場の疑問に即答する　
肺高血圧症診療 
マニュアル 
―JCS2025ガイドラインをふまえて
企画：田村雄一

I	 基礎と診断：臨床につなげる基盤知識

なぜ肺血管は硬くなるのか？　―病態と分子メカニズム
磯部更紗

どの患者でPHを疑い，どのような検査をすべきか？　 
―臨床症状と診断アプローチ
伊波 巧

誰に遺伝学的検査を行うべきか？　 
―遺伝学の実際とリスク評価
片岡雅晴

II	 PAH：診断と治療の実践

心肺疾患合併例をどう見極めるか？　 
―PAH確定診断と初期治療の勘所
辻野一三

治療方針はどう決めるか？　 
―リスク層別化をもとにしたアルゴリズムの実際
田村祐大

最初にどの薬を選び，3剤併用はいつ・どのように
導入するか？　―初期治療の実践と， 
プロスタサイクリン経路薬の使い分け
藤崎真也・大郷 剛

治療が効かないときどうするか？　 
―高リスク・治療抵抗例への対応
佐藤大樹

免疫抑制が必要な膠原病関連 PAHとその実践は？　 
―診療の勘所
白井悠一郎

小児・移行期世代の PAHをどう管理するか？
高月晋一

ソタテルセプトは誰にいつ使うか？　―新世代治療の展望
牧 尚孝

III	 CTEPH：治療選択のリアル

CTEPHをどう疑うか？　 
―診断の第一歩と検査の組み立て
池田長生

このCTEPH症例は手術に回すべきか？　 
―PEAの適応と管理
石田敬一

BPAは誰にどのように行うか？　 
―標準化と合併症対策
新家俊郎

薬物療法はCTEPH治療に役立つか？　 
―肺血管拡張薬とBPA/PEAの併用戦略
谷口 悠

CTEPHの再発/増悪をどう防ぐか？　 
―長期フォローアップの実際
細川和也

IV	 その他の肺高血圧症： 
循環器医が押さえるべき要点

心不全に伴うPHをどう扱うか？　―Group 2の実臨床
北井 豪

呼吸器疾患に伴うPHはどう診るか？　 
―Group 3の対応
長岡鉄太郎

先天性心疾患に伴うPHをどう管理するか？　 
―Eisenmenger症候群を中心に
澤田博文

V	 横断的テーマ

PHと右心不全をどう評価し，どう治療するか？
朔 啓太

妊娠を希望する女性にどう対応するか？　 
―リスク管理とチーム医療
窪田佳代子

PH患者への心臓リハビリテーションを実際どう安全
に進めるか？
合田あゆみ
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